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これまでのスポーツツーリズム施策

 インバウンドの関心が高いアウトドアスポーツ
や武道を中心としたスポーツツーリズムの新た
な需要を喚起するため、…（スポーツツーリズム需
要拡大のための官民連携協議会, 2020, p. 6）

 コロナ前（2019）の観光消費額でいうと、
 日本人：22.0兆円（宿泊17.2／日帰り4.8）

 訪日外国人：4.8兆円（3,188万人）
（観光庁, 2020）



宿泊を伴う旅行実施率（2014年）
上位スポーツツーリズム関連種目
1. スキー：49.7％

2. ゴルフ（コース）：34.3％

3. 登山：31.8%

4. 海水浴：31.5%

5. 釣り：23.7％

6. スポーツ観戦（テレビ除く）：15.5%

 柔道、剣道、空手などの武道：－
(写真出所：日本生産性本部）



参加型イベント 観戦型イベント ヘリテージ

アクティブ

スポーツツーリズムの種類

(写真出所：発表者）



旅行目的としてのスポーツ
（Higham & Hinch, 2018)

 一次的：スポーツが主目的

 二次的：スポーツが目的の中の一つ

 三次的：旅行先で偶然スポーツに出くわす

(写真出所：IOC, NHK厚生文化事業団, 発表者）



サプリメンタル観光行動

 ほとんどの観光客は複数の観光行動を行う

 サプリメンタル観光行動：主目的の観光行動を
補完する副次的な観光行動

 3種類のサプリメンタル観光行動：
A) スポーツからスポーツへ（サッカー観戦→野球観戦）

B) スポーツから非スポーツへ（マラソン大会→ジブリ）

C) 非スポーツからスポーツへ（名古屋城→バスケ観戦）

(Ito & Higham, 2020)
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(Ito & Higham, 2020)

スポーツツーリズム関連消費額3,800億円
（第2期スポーツ基本計画[FY2021]の目標）

2019年 観光消費額26.8兆円
（日本人＋インバウンド：観光庁）

スポーツツーリズム国際市場（Grand View Research）

2022年 5,879億米ドル
2030年 2兆1,379億米ドル

国際観光収入 1兆4,810億米ドル（UNWTO）



Crypto.com Arena

 ロサンゼルス

 元Staples Center

 4チームのホーム
 LA Lakers (NBA)

 LA Clippers (NBA)

 LA Sparks (WNBA)

 LA Kings (NHL)

(写真・図出所：Crypto.com Arena）



進化するスタジアムツアー

 BARÇA IMMERSIVE TOUR（スペイン）

 Arsenal Legend Tour（イングランド）

 BVB Stadium Walk（ドイツ）

(写真出所：FC Barcelona, Arsenal, BVB）



HUB GRAMPUS PUB MIRAI TOWER

(写真出所：Fansta, 名古屋グランパス）



シームレスな流れの構築：
Hayya Card@ FIFA Qatar 2022

 「入国→試合観戦→出国」が
アプリでシームレス

 試合観戦のファンID：チケット
ではないがHayya Cardが必要

 渡航許可書／査証

 公共交通機関の利用券

 観光客の動きに関するデータ

(写真出所：Qatar 2022）



ポテンシャルを秘める
JAPAN RAIL PASS

 外国から「短期滞在」の入国資格に
より観光目的で日本を訪れる外国人
旅行者のみ購入可能（例外あり）

 JRグループ6社が共同して提供する
乗り放題パス

 新幹線もOK（のぞみ・みずほ以外）

 普通車：7日（33,610円）、14日
（52,960円）、21日（66,200円）

(2023年10月頃にJAPAN RAIL PASS内容変更予定, 写真出所：Japan Railways Group, Japan-guide.com）



JAPAN RAIL PASS

 スマートEXのようなアプリ運用

 専用モバイルカード（モバイル
SUICA等）を発行

 スマートフォンで試合会場へ

 購入時の属性情報でプロモーション

 国際イベントチケットと抱き合わせ
販売！？（日本人にも限定販売）

(写真出所：JR東海）



スポーツオープンイノ
ベーション推進事業

 スポーツ界のリソースと
他産業等との技術知見を連携

 地域版SOIPの先進事例形成（地域×スポーツ×？）

 グランパス：マッチング（子供育成コミュニティ）

 ドルフィンズ：ロゲイニング（まちづくり）

 ウルフドッグス：ゲーム（PARKオンライン）

 観光視点の連携を今後期待！

(写真出所：PR TIMES）



ご清聴ありがとうございました


